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平成 29年 6 月 29 日（木）に行われた公開審査会において、論文提出者と審査委員との
間で詳細な質疑応答が行われた。
審査委員からは、主に以下のような質問が出された。本論文のキーワードとなる「させて
いただく」の「本来の用法」や「拡大用法」などの学術用語としての定義の確認、衆議院予
算委員会・参議院予算委員会での発言数が膨大であることから 10 年の期間に区切った上で
のサンプリング調査の方法を採用したがその方法についての信頼性の如何、コーパスからの
データ抽出に基づく衆議院予算委員会と参議院予算委員会との数値の差異の評価が主観的で
はないか、「させていただく」の上接語の上位順の客観的基準の如何、「答えさせていただき
ます」と「お答えをさせていただきます」とでは「させていただく」の文法上の性質が異な
るにも関わらず用例として同一のものとして扱って良いのか、などである。
論文提出者からは、審査委員からのそれぞれの質問に対して適切な回答が成された。また、
検討課題とすべき点については、本論文に係る今後の研究の発展性として考慮されるものと
した。
このように、公開審査において詳細な内容での質疑応答が行われた結果、論文提出者の李
譞珍は、明確な研究意識の元に本論文を執筆していること、また、本論文とその研究成果は、
日本語学と日本語教育学の研究分野にまったく新たな知見を加えるものであること、今後の
この分野での研究に大きく寄与するものであるという評価に審査委員一同が一致した。
以上により、本論文の提出者である李譞珍は、博士（日本語教育学）の学位を授与せられる
資格があるものと認められる。
